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SDGs（持続可能な開発目標）とは
SDGs（エスディージーズ）とは、２０１５年に国連で１９３の加盟国が全会一致で採択した、２０１６年～

２０３０年までの国際目標です。
「誰一人取り残さない」というスローガンのもと、貧困、教育、気候変動、医療、産業やジェンダーなど１７の

ゴールと具体的な１６９のターゲットがあります。これらは先進国・途上国いずれも全ての国が関わっていく目
標であり、企業や自治体での活動が始まっています。決してどこか遠い国の問題ではなく、私たちの日常生活も
SDGsと深く関連しています。

大玉村はSDGs（持続可能な開発目標）に取り組みます。世界共通の１７の国際目標の達成に向けて、一人ひとり
が身近なところでできる取組みなどを連載で紹介していきます。

ゴール１　貧困をなくそう
現在、世界では「極度の貧困状態（１日２１０円未満）」で暮らす人が７億人以上もいると言わ

れています。また、日本でもほかの大多数の人に比べて経済的に貧しい「相対的貧困」状態にあ
る子どもたちが７人に１人いると言われています。私たちができる第一歩として、世界や国内
の貧困の格差の問題を知ることが大切です。村でも社会福祉協議会と連携して生活困窮者自立
支援に対応しています。

ゴール２　飢餓をゼロに
飢餓とは、十分な食べ物をとることができず栄養不良や不健康となった状態です。地球上で

９人に１人が飢餓に苦しんでいると言われています。一方、日本では食べられるのに捨てられ
てしまう「食品ロス」が世界でもトップクラスの量となっています。私たちも各家庭で食べ残し
を減らす、ムダ買いをしないなどすぐにできることがあります。村でも直売所での村内産品の
販売など地産地消を推進しています。

次回はゴール３「すべての人に健康と福祉を」、ゴール４「質の高い教育をみんなに」に
ついて紹介する予定です。
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住宅火災から命を守ろう

【お問い合わせ】
安達地方広域行政組合消防本部・北消防署　☎２２−１２１１　FAX ２２−１３５５
　　　　　　　　　　　　　　　南消防署　☎３３−２８７５　FAX３３−６６９９

　住宅火災によって亡くなられる方の約半数は「逃げ遅れ」によるものです。住宅な
どの財産だけでなく命をも奪う恐ろしい火災から命を守りましょう。

火災から命を守る５つのポイント
①　�住宅用火災警報器を設置する。
　　�（火災の早期発見に有効なため設置が義務付けられ

ています。）
②　�炎が天井まで達したら初期消火は困難なので避難を

優先する。
③　�火災時に発生する有毒ガスを吸い込まないようにハ

ンカチ等で口を覆い避難する。
④　煙は上部に溜まるので姿勢を低くして避難する。　　
⑤　貴重品等を忘れても絶対に戻らない。（１番大切なのはあなたの命です。）
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